
再評価結果（平成２７年度事業継続箇所）
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事業 事業 国土交通省

事業名 一般国道１１２号 霞 城 改良 一般国道
か じょう

区分 主体 東北地方整備局

起終点 自：山形県山形市七日町一丁目 延長 １．３ｋｍ
なぬ か まち

至：山形県山形市 城 北町一丁目
じょうほくまち

事業概要
一般国道１１２号は、山形県山形市から酒田市に至る約170㎞の主要な幹線道路である。
霞城改良は、山形県山形市内を通過する延長1.3㎞の４車線道路である。

Ｈ１７年度事業化 Ｈ１０年度都市計画決定 Ｈ１９年度用地着手 Ｈ１９年度工事着手
（Ｈ－年度変更）

全体事業費 約２５９億円 事業進捗率 ７５％ 供用済延長 ０．４km
計画交通量 ２８，９００台／日

Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)／(事業全体) 総便益 (残事業)／(事業全体) 基準年
(事業全体) ４９億円／２７７億円 ２４５億円／ ３５４億円

費用対効果 １．３ 事 業 費 ： ４５億円／２７１億円 走行時間短縮便益： ２２２億円／ ３０７億円 平成２６年
分析結果 ( 残 事 業 ) 維持管理費 ４．０億円／５．７億円 走行経費減少便益 １６億円／ ３４億円

５．０ 交通事故減少便益： ８．０億円／ １２億円
感度分析の結果
【事業全体】交通量 ：B/C=1.3～1.3(交通量 ±10%) 【残事業】B/C= 4.9～5.1(交通量 ±10%)

事業費 ：B/C=1.3～1.3(事業費 ±10%) B/C= 4.6～5.5(事業費 ±10%)
事業期間 ：B/C=1.2～1.3(事業期間±20%) B/C= 4.8～5.1(事業期間±20%)

事業の効果等
①円滑なモビリティの確保
・並行区間等の渋滞損失時間：21.8万人・時間／年、渋滞損失削減率：約8割削減
・現道の七小前交差点～112号交差点における混雑時旅行速度が現況（下り）：10.8km/hである区間の
旅行速度の改善が期待される

②歩行者・自転車のための生活空間の形成
・自転車交通量が500台/日以上、自動車交通量が1,000台/12h以上、歩行者交通量が500人/日以上の全
てに該当する区間において、自転車利用空間を整備することにより、当該区間の歩行者・自転車の通
行の快適・安全性の向上が期待できる
（自転車交通量2,836台/12h（H17）、自動車交通量7,847台/12h（H22）、歩行者交通量5,409人/12h）

③安全な生活環境の確保
・当該区間の自動車交通量が1,000台/12h以上かつ歩行者交通量100人/日以上の場合、歩道が無い又は
狭小な区間に歩道が設置される
（自動車交通量7,847台/12h（H22）、歩行者交通量5,409人/12h（H17））

関係する地方公共団体等の意見
○山形県知事の意見
１ 「対応方針（原案）」案のとおり、事業継続について同意します。
２ 一般国道１１２号霞城改良区間は、山形市中心部の業務・教育・商業地域への交通が集中する箇

所ですが、現道は幅員が狭小で交通量に見合う車線数もないことから、慢性的な渋滞が発生してお
り、特に朝夕の通勤時間帯の渋滞は著しく、また、交通安全上の危険も懸念されております。

そのようなことから、当該区間の早期の渋滞解消や交通安全の向上が望まれているところであり、
早期完成を目指し、着実な予算の確保をお願いします。

○以下の団体等から、霞城改良の整備促進について要望あり
・一般国道１１２号（山形市・寒河江市間）整備促進期成同盟会
・山形県商工会議所連合会
・山形市長

事業評価監視委員会の意見
対応方針（原案）どおり「継続」が妥当である



事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・平成25年12月3日 霞城改良の一部区間（0.4㎞）開通

事業の進捗状況、残事業の内容等
・平成１７年度事業化、用地進捗率９４％、事業進捗率７５％（平成２６年３月末時点）
・平成２５年度：山形市七日町一丁目～山形市旅籠町一丁目 延長０．４ｋｍ（4/4）部分開通

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・事業の進捗に係る問題はない

施設の構造や工法の変更等
・橋梁上部工形式の見直し

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


